
未来づくり懇談会（石関）会議録 

 

日 時：平成３０年１月２３日（火） 

                       １８：３０～１９：５６ 

                   場 所：石関自治公民館 

出席者：矢板市長、教育長、総合政策部長 

 

１ 開  会  １８：３０      進行：秘書広報課長 

 

２ あいさつ  矢板市長 

 

３ 出席者紹介 

 

４ 矢板市設定テーマ 

  持続可能な片岡地区のまちづくりについて 

・資料に基づき、人口・高齢化率推移等について説明。 

 

５ 意見交換 

  Ｑ１ 市営バスを無料化するなら本数を増やしてほしい。乗っている人も少ない。 

  Ａ１ 料金を無料化して、まずは市営バスに乗ってもらおうとの思いもあり、今回、 

無料乗車券の事業を始めた。本数を増やしてほしい、バス停を増やしてほしいと 

の意見もある。また、路線を充実してほしいという意見もある。 

来年度の予算で、市営バスを中心とする市内の公共交通のあり方を調査する。 

 

  Ｑ２ 防災無線が聞こえない。 

  Ａ２ 防災無線は聞こえないという一方、うるさいとの話がある。音声電話サ―ビス 

    やメール配信サービスを活用してほしい。年明けに、くらし安全環境課で聞こえ 

にくさ調査を全域で調査する。 

平成 29年 5月 

平成 29年 6月 

 

平成 29年 11月 

 

平成 30年 1月 

防災行政無線放送確認電話番号のチラシを全戸配布 

防災メール登録及び防災行政無線放送確認電話番号の 

チラシを全戸配布。 

  防災行政無線放送確認するためのフリーダイヤル（通話 

料 無料）電話番号のチラシを全戸配布。 

防災行政無線の聞こえ方調査を実施 

 

  Ｑ３ 片岡にはスーパーが１つしかない。矢板まで電車に乗って買い物には行けない。 

  Ａ３ 片岡駅の西口整備が終わり、西口に商業施設ができれば石関地区の利便性が高 

まり、石関に帰ってきて家を建ててみようという方も出てくるのではと思う。商 

業施設も立地しやすいような土地計画の用途になっているが、市役所が自前でス 



ーパーをやるわけにいかない。 

 

  Ｑ４ 片岡駅の待合室は扉も何もない。 

Ａ４ ＪＲの方に相談をしてみたい。 

 

  Ｑ５ 片岡駅西口は公衆電話がない。またタクシー乗り場はあるがタクシーがいない。 

  Ａ５ 片岡駅西口の利用者が増加してこないと、新たな設備も充実はされない。 

 

  Ｑ６ 片岡駅西口に商店を誘致するために、数年間の固定資産税減免措置などは考え 

ていないのか。 

  Ａ６ 市では商業施設や病院などの優遇措置はない。企業誘致の優遇策は、工場や倉 

庫などのイメージだったかと思うが、那須塩原市は本年度から、国際医療福祉大 

学病院が病床数を増やすことに対して支援する制度を創設したので、今後、研究 

したいと思う。 

 

  Ｑ７ 片岡西通り（県道矢板・那須線）の工事が中断しているので、県に要望してほ 

しい。 

  Ａ７ 県道なので矢板土木事務所が交渉や工事については行っている。 

都市計画変更の手続きを今年中に行い、具体的な検討を進めていると聞いている。 

 

  Ｑ８ 昨年末あたりから、新幹線の振動と騒音が激しく感じる。騒音・振動の測定を 

してほしい。 

  Ａ８ 騒音関係は、くらし安全環境課が担当している。石関だけの問題ではないと思 

うので、新幹線が通っている他の地区などの様子を聞いてみたい。 

 

  Ｑ９ 矢板南産業団地に新たな動きや見通しがあれば教えてほしい。 

Ａ９ 本年度、新規分譲としては７年ぶりの進出が決まった。すでに工場の建屋が完 

成して操業開始をしている。それ以外にも２～３社から進出したいというような 

話がある。また、大田原に化粧品関係の企業の進出が決定した。その下請け、孫 

請けの企業も関心を示しているところもある。 

平成 28年度 

平成 29年度 

高野商運、東色ピグメントの進出決定 

小出鋼管の進出決定 

 

  Ｑ10 防災行政無線の使い道を増やせば、聞く耳を持つようになるのでは。 

  Ａ10 直近では矢板中央高校が全国高校サッカー選手権大会の準決勝に進出した際に、 

テレビ放送されることを流した。また行政区単位でも放送できる仕組みになって 

いるので、積極的に活用して頂きたい。 

 

 

  Ｑ11 防災行政無線を取り付けた当初に聞こえ方のアンケートを取っていたが、また 



アンケートを取り始まった。市は何をしようとしているのか。 

  Ａ11 聞こえ方を地図に落として確認する。例えば、スピーカーの向きで対応できる 

か等を検討したり、防災行政無線以外の災害情報の伝達方法についても研究した 

いと考えている。 

平成 30年度 アンケート結果をもとに、詳細設計業務委託を実施予定。 

 

  Ｑ12 矢板市内の資源をうまく使っていってはどうか。「あゝ上野駅」の作曲家、荒井 

英一さんや本町の産婦人科医で、戦犯として亡くなった、上野千里さんなど。 

  Ａ12 荒井英一さんについては昨年、矢板市の文化財愛護協会の皆さんが長峰公園周 

辺のいろいろな碑をきれいにするということで、荒井英一さんの歌碑だと思うが、 

丁寧に磨いて頂いたということもあった。そういった方を検証すると同時に、矢 

板市をＰＲしていく材料にしていきたいと思う。 

◆やいた応援かわら版に掲載 

平成 29年 10月 長峰公園内の石碑紹介 荒井英一さん 

平成 29年 12月 長峰公園内の石碑紹介 上野千里さん 

 

 

６ 閉  会  １９：５６ 


